




































































































































































































































































































て、「自立活動」で示されている 6 区分 27 項目と音楽療法における音楽の機能において共通点が多いこ
と、さらに本活動の目的である「心の耕し」とも合致しているが挙げられる。以上より、「自立活動」に
おいて音楽療法の考え方や手法を取り入れた音楽活動を実施した本取り組みは、通称「音楽の時間」と呼
ばれるようになった。「音楽の時間」では、オープニング、クールダウン、エンディングといった固定さ
れた活動の間に、歌唱、創作、身体表現、合奏など生徒たちが自由に選択できる活動を設定している。そ
して、音楽療法実践においても重視される以下の 5 点①この場において必要不可欠な存在としての「個
人の承認」、②生徒や教員としてではなく一人の表現者としての「対等な関係性」、③一人ひとりの「『い
ま・ここ（here and now）』の表現の重視」、④生徒の日々の様子やそれまでの「音楽の時間」での様子な
どの背景を踏まえた「生徒一人ひとりへの配慮」、⑤非言語的な関わりを促す「音楽によるコミュニケー
ション」を音楽療法的視点とし、活動を考案・実践する際には留意している。また、活動に適切な楽器や
楽曲の選択、模倣や即興の多用、表現するタイミングや表現しないことの尊重なども音楽療法の手法や
考え方から援用している。
